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１２月と言えば、サンタクロース。赤い服に白い髭、笑顔でプレゼントを
届けるサンタクロースは、多くの子どもたちにとって特別な存在です。
しかし、この象徴的なキャラクターには、実は深い歴史があります。

サンタクロースの起源は4世紀のキリスト教の聖人、聖ニコラウスが起源と言われ、聖ニコラウスは困難に直面してい
た人々を助けた慈悲深い人物であり、特に子どもたちへの愛情が深かったと言われています。聖ニコラウスの日である
12月6日に贈り物をする風習があり、その風習が現代のサンタクロースのイメージとクリスマスへ発展しました。
サンタクロースは国ごとに異なる姿や特徴を持っています。各国で異なる文化や伝統とワクワク、サンタクロースのイ
メージが多様化しています。いくつかの国でのサンタクロースの違いをご紹介します。

このように、各国でサンタクロースの姿や伝統は大きく異なりますが、どれも子どもたちの夢や喜びを大切にしています。

アメリカ
(サンタクロース)

アメリカでは、サンタクロースは陽気で太った男性として知られており、赤い
服を着て、トナカイが引くソリに乗ってクリスマスイブにやって来ます。 
彼は夜中に煙突から家に入り、子どもたちの靴下やツリーにプレゼントを届
けます。このイメージは1930年代の大手飲料会社の広告によって広まり、世
界的に知られるようになりました。

フィンランド
(ユーロプッキ)

フィンランドのサンタクロースは「ユーロプッキ」と呼ばれ、彼は北極圏のラッ
プランド地方からやって来ます。ユーロプッキはトナカイのソリではなく、足
で歩いてプレゼントを届けるという特徴があります。家族の集まりの中で実
際に登場し、子どもたちにプレゼントを手渡します。

オランダ
(シンタクラース)

オランダでは、サンタクロースに似た存在として「シンタクラース」がいます。 
彼は12月5日、聖ニコラウスの日の前夜に子どもたちにプレゼントを届けま
す。私たちは、彼の姿は司祭のような長い赤いマントと帽子が特徴です。
また、シンタクラースは「ズワルト・ピート」という助手と共に活動します。

フランス
(ペール・ノエル)

フランスでは「ペール・ノエル」という名前でサンタクロースが知られていま
す。 彼は主に12月24日に子どもたちにプレゼントを届け、フランス南部では
「サビニョル」という白いロバに乗ってやってくるという伝承もあります。
また、子どもたちが暖かい炉のそばに靴を置いて、そこにペール・ノエルがプ
レゼントを入れてくれると信じられています。

１２月と月と
届け届けるサるサ
しかし、

サンタク スの起源は4世紀のキ

サンタクロース

サンタクロースの秘密 ‒ その起源と世界各地での姿


